
、

桧
山
北
部
中
体
連
駅
伝
大
会
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町民体育祭第38固

スポーツで心を
第
三
十
八
田
町
民
体
育
祭
が
町
体
育
協
会
、

自
治
会
連
合
会
の
共
催
に
よ
り
八
月
二
十
三
日
、
今
金

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
の
た
め
、
一
時
間
遅
れ
で
競
技
が

行
わ
れ
、
十
五
種
目
、
二
十
二
チ

l
ム
が
参
加
し
て
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
、
優
勝
が
金
原
、
準
優
勝
が
大
和
町
で
本
町
、

中
里
チ
ー
ム
の
健
闘
が
ひ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
交
流
の
つ
ど
い
で
当
町
を
訪
れ
て
い
る

留
学
生
の
参
加
も
あ
り
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か

に
も
町
内
・
自
治
会
の
名
誉
の
た
め
に
真
剣
に
競
技
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

町
内
・

...応援貨を受けだ腹村チームの応援

• 

• 

企ポールを上げる人も

軍要怠ポイント (2) 

V短い方ガ有利ですか?• • 

企あまり急ガ怠いで、ゆっくり、ゆっくり

企奥さん方、家でもおしとやか1::してねグ

マ3人の患がみごと!こ合っています

企舎回、初霊揖の競筏

思うようにはいか怠かっ定?

企鈎児も真剣!こ走っています

第6位

占

占

a点

43.5点

43 

占

，官、

45.5占

44 

45 

48 

46 

町内会・自治会別成績表

商工

農村

東町

南栄

曙町

末広

種川

第171:立

第18位

第141:立

第15位

第16位

第12位

第13位

市

ι~ 

51.5点

占

点

ι~ 

57.5点

54 

56 

60 

59 

58 

神丘

御影

金原

大和

本町

中堅

豊田第 7位

第 4位

第 5位

準優勝

第 3位

勝優

‘さすがF慣れた手つき

~ 

第9i立

31.5点

占

占25 

42 

32 

寒具

緑町

八幡

昭和

第2H立

第22位

第19位

第20位

占

05 

占

48.5点

48 

48 

51 

第11位日の出

高美

南町

栄町第10位

第 B位



一
国
際
交
流
の
っ
と
い
一

一

3
名
来
町
一

友
好
を
深
M
m
3

北
海
道
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催

の
第
十
四
回
国
際
交
流
の
つ
ど
い
で

三
カ
国
か
ら
三
名
の
女
性
留
学
生
が

八
月
十
七
日

1
九
月
一
固
ま
で
の
問
、

当
町
に
滞
在
し
て
家
庭
や
地
域
的
人

た
ち
と
交
流
し
、
友
好
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

留
学
生
は
、
北
部
四
町
合
同
の
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
、
各
学
校
巡
回
交
流
、

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
公
式

日
程
平
地
域
や
近
所
の
人
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
日
本
語
平
日

本
の
風
俗
、
慣
習
を
実
体
験
し
て
い

ま
し
た
。

一雄宅

大量寮ー宅

岡

実宅

写真中央 ニューランド タニヤ(ニュージーランド)21歳

船木

ヱー (ホンコン)20蟻

サイ ショウォン(台湾)22蔵

キパク写真右

写真主4・• 
33ヨy

辺匂3旧
一百一ーァー-

1調。3陥 膏令島 140

33'狙

3Z0

:lJ 

139 

八
丈
島
か
ら
中
学
生
問
名
来
町

八
丈
島
の
概
況

八
丈
島
は
、
東
京
町
南
方
海
上
2

9
1
日
に
位
置
し
、
面
積
6

9
・
5

2
J
H、
周
囲

5
8
・
9

1
貯
の
ま

ゆ
型
を
し
た
島
で
、
富
士
火
山
帯
に

属
す
る
火
山
島
で
す
。

南
東
部
を
占
め
る
三
原
山

(
7
0

0
・
9
幻
)
と
北
西
部
を
占
め
る
八

丈
富
士

(8
5
4
・
3
U
)
か
ら
成

り
立

っ
て
い
ま
す
。

'人
口
は
約
九
千
四
百
名
で
八
丈
小

島
は
無
人
島
で
す
。

少
年
人
材

育
成
派
遣
事
業

クアプラザピリカレストハウスで主流する中学生たち

八
月
二
十
五
日
、
八
丈
島
の
少
年

人
材
育
成
派
遣
事
業
に
よ
り
、
中
学

一
年
生
、
男
女
各
五
名
、
計
十
名
が

来
町
し
ま
し
た
.

こ
の
事
業
は
、
北
海
道
の
雄
大
な

ス
ケ
ル
町
大
自
然
と
歴
史
文
化

農
家
で
の
酪
農
・
畑
作
な
ど
の
体

験
を
通
し
て
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
島

内
向
四
中
学
か
ら
選
ば
れ
、
前
目
、
空

路
函
館
入
り
し
て
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

当
日
は
パ
ス
で
町
内
見
学
の
あ
と

舎
金
町
の

印

象

今
回
、
当
町
で
ホ

l
ム
ス
テ
ィ

L

て
い
た
三
名
の
留
学
生
の
方
々
に
今

金
町
の
印
象
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

。
サ

イ

ン

ョ

ウ

ォ

ン

(
台
湾
)

今
金
町
み
な
さ
ん
は
、
と
て
も
親

切
で
優
し
い
方
た
ち
で
す
。

緑
が
多
く
、
生
活
が
の
ん
び
り
し

て
い
て
食
べ
物
(
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ジ
ャ
庁
イ
モ
)
が
た
い
へ
ん
お
い
し

い
所
で
す
。

。
パ

タ

キ

エ

(
ホ
ン
コ
ン
)

今
金
町
は
静
か
な
所
で
、
み
ん
な

優
し
い
人
ば
か
り
で
す
.

ト
マ
ト
や
ジ
ャ

f
イ
モ
を
無
料
で

も
ら
っ
た
の
で
、
驚
き
ま
し
た
。

(
ホ
ン
コ
ン
で
は
物
を
た
だ
で
く
れ

る
人
は
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
J

。
ニ
ュ

1
ラ
ン
ド

タ

ニ

ヤ

(
ニ
ュ

ー

ジ

ラ

ン

ド
)

今
金
は
ニ
ュ

l
ジ
ラ
ン
ド
に
似

て
す
ご
〈
き
れ
い
な
町
で
、
人
々
も

親
切
で
す
。

日
本
の
習
慣
で
は
、
部
屋
に
入
る

時
ク
ツ
を
脱
ぐ

・
生
魚
を
た
く
さ
ん

食
べ
る

・
だ
ん
な
さ
ん
は
家
事
を
し

な
い
と
い
う
こ
と
に
驚
い
た
。

財
団
法
人
河
川
環
境
管
理
財
団

で
は
、
河
川
整
備
基
金
に
よ
る
助
成

を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
町

教
育
委
民
会
が
こ
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の

レ
プ
リ
カ
作
製
中

(2253) 

こ
れ
は
、
河
川

・
ダ
ム
等
に
関
す

る
調
査
試
験
、
環
境
整
備
対
策
、

国
民
的
啓
発
運
動
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
教
育
委
員
会

が
申
翻
し
た

「自
然
博
物
館
等
へ
の

技能検定

実技試験開催

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
体
験
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
的
た

め
中
止
と
な
り
残
念
そ
う
で
し
た
。

地
元
中
学
生

ら
と
受
流

午
後
五
時
か
ら
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ

カ
・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
今
金
中
町
男

女
八
名
と
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
中
の
留
学

生
も
参
加
し
て
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ラ
ム
の
焼
肉
、
ト
ウ
キ
ビ
、
イ
モ

の
塩
煮
な
ど
地
元
産
品
を
食
べ
な
が

ら
島
町
様
子
や
中
学
校
生
活
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
楽
し
く
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

吉
村
良
子
さ
ん

豊
寿
園
を
慰
問

本
町
の
ピ
リ
カ
を
主
題
と
し
た

「
今
金
路
ロ
マ

ン
」
を
歌

っ
て
い
る
吉

村
良
子
さ
ん
が
八
月
十
七
日
、
山
車
寿

闘
を
慰
問
し
、
プ
ロ
の
の
ど
を
た

っ

ぷ
り
と
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

吉
村
き
ん
は
民
謡
歌
手
の
ベ
テ
ラ

ン
で
今
春
か
ら
演
歌
も
手
掛
け
て
い

ま
す
。「今

金
路
ロ
マ

ン
」
を
皮
切
り
に

七
曲
を
熱
唱
し
て
盛
ん
な
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。• 

「最低賃金を守りましょ う」

北 海道最 低 賃金

道内のあらゆる産業の事業場て働〈常用、臨時、

バートタイ 7 -、アルバイト等のすべての労働者に

適用される北海道地域包括最低賃金が、次のとおり

展
示
物
の
製
作
」
と
し
て
ピ
リ
カ
カ

イ
ギ
ュ
ウ
の
複
製
品
(
レ
プ
リ
カ
)作

製
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

助
成
額
は
百
四
十
万
円
で
す
。

ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
が
美
利
河
ダ

-a怜[
 

ム
の
工
事
中
に
発
見
さ
れ
て
、
八
年

内
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
が
、
一
日
も

早
く
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
が
復
元
さ

れ
、
町
民
の
皆
様
に
理
解
さ
れ
、
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

良本守
平
成
四
年
度
前
期
技
能
検
定
実
技

(
建
具
製
作
、
木
製
建
具
)
試
験
が

八
月
二
十
三
日
、
内
ケ
島
製
作
所
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「技
能
士
」
と
は
、
法
律
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
技
能
検
定

(学
科
及

び
実
技
試
験
)
に
合
格
し
、
技
能
士

の
称
号
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
今

回
は
一
級
、
二
級
そ
れ
ぞ
れ
四
名
、

計
八
名
が
試
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

近
隣
町
村
か
ら
集
ま

っ
た
受
験
者

が
課
題
的
障
子
づ
く
り
に
製
作
図
面

を
見
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

4，331同

〕5
 

〔

542円

n 01395-2-1028 

平成4年10月1日

援詳しくは函館労働基準監督署江差駐在事務所

日

1時間(時間給労働者)

効力発生年月日

改正されました。

最低賃金額



を視ラ槍山北高穣荻野惨子の足跡訪ね

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
目
、
今
金
高
校
と
北
格
山
高
校

と
の
道
内
初
の
統
合
モ
デ
ル
校
と
し
て
開
校
し
た
楠
山
北

高
校
が
今
年
、
開
校
二
十
周
年
を
迎
え
、
九
月
十
二
日
に

は
、
統
合
開
校
二
十
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
、
高
橋
一
夫
校
長
は

「
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
輝
か
し
い
伝
統
校
風
を
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展

さ
せ
た
い
U

と
式
辞
を
述
べ
、
生
徒
会
を
代
表
し
て
万
丈

哲
夫
君
が
「
よ
り
い
っ
そ
う
勉
学
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
み
、

よ
り
よ
い
檎
山
北
校
の
伝
統
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
U

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
生
徒
の
他
、
道
・
町
同
窓
会
関
係
者
な

ど
が
参
加
し
、
国
鉄
瀬
棚
線
の
廃
止
や
課
程

・
学
科
の
幾

多
の
変
遷
を
み
な
が
ら
五
千
二
百
九
十
一
名
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
い
る
北
校
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
普
い
合
っ
て

い
ま
し
た
。

• • 

妻
沼
町
俵
瀬
(
埼
玉
県
)

史
跡
保
好
会
一
行
来
町

日
本
初
の
女
性
医
師
と
し
て
知
ら
れ
る
荻
野
時
子

(
一
八
五
一

!

一
九
一
三
年
)
ゆ
か
り
の
地
、
神
丘
に
九
月
八
目
、
彼
女
何
故

郷
町
埼
玉
県
喪
沼
町
か
ら
親
類
縁
者
を
含
む
二
十
八
名
が
訪
れ
、

開
拓
の
苦
労
話
や
時
子
の
人
柄
、
足
跡
を
し
の
ぴ
地
元
の
人
逮
と

交
流
し
ま
し
た
。

一
行
は
「
荻
野
時
子
史
跡
保
存
会
」
の
皆
さ
ん
で
瀬
棚
町
訪
問

の
後
、
神
丘
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

同
地
は
夫
の
志
方
之
普
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
か
ら
型

恕
郷
づ
く
り
を
目
指
し
て
開
拓
し
た
場
所
で
教
会
や
居
住
跡
地
、

共
同
墓
地
な
ど
を
見
学
し
感
慨
深
く
見
て
回
り
ま
し
た
。

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
寿
町
家
に
場
所
を
移
し
て
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
牛
乳
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
瀬
棚
に
聞

い
た
日
曜
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
と
い
う
岩
間
キ
サ
さ
ん
(
九
十
九

歳
)
も
元
気
な
姿
で
時
子
に
習
っ
た
賀
美
歌
を
披
露
し
て
い
ま
し

カ、

勺

ま
た
、
袈
沼
町
の
町
時
川
町
長
か
ら

「岡
町
は
歴
史
的
つ
な
が
り

が
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
交
流
を
深
め
た
い
U

と
す
る
メ
y
セ
ー

ジ
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

志方之普のお墓に献花する

女子高校

桧
山
北
高
校

初
年
の
主
な
あ
ゆ
み

U
・
3
・
μ

今
金
寓
校
、
北
柏
山
高

校
両
校
最
後
の
卒
業
式

U
・
4
・
1

道
立
柏
山
北
高
校
、
学

校
開
校

U
・
8

問
屋
肉
体
育
館
完
成

岨

2
・
9

校
歌
制
定
、
発
表
会

作
飼
小
椋
優
、
作
曲
井
村
光
男

拙

6
・
幻
第
一
回
耐
久
レ

l
ス

岨・

8
・
M

夜
間
照
明
装
置
完
成

岨
-4
・
8

プ
l
ル
工
事
完
成

日

4
-m
農
業
科
実
習
棟
(
温
室
、

農
業
実
習
室
)
増
築
工
事
着
工

日
-4
・
l

昭
和
五
十
六
年
度
以
降

定
時
制
課
程
普
通
科
募
集
停
止

寸
十
周
年
記
念
」
式
典
、

日

9
・4

祝
賀
会

問
・日・

1

定
時
制
農
業
科
を
全
日

制
農
業
生
活
科
に
課
程
学
科

転
地
問

日刊
・ロ

-m
全
日
制
家
政
科
募
集
停

止

日・

3
・
n
定
時
制
課
程
普
通
科
閉

岬有
毒
乍

引

3

訂
全
日
制
家
政
科
閉
科

目出
・
3
E日
国
鉄
瀬
棚
線
廃
止
(
パ

ス
通
学
と
な
る
)

臼

3

剖
定
時
制
農
業
科
閉
科

群
馬
県
か
ら

修
学
旅
行
生
も

九
月
十
日
に
は
群
馬
県
太
田
市
町

私
立
常
磐
高
等
学
校
内
二
年
生
、
二

百
六
十
名
が
パ
ス
七
台
を
連
ね
て
来

町
し
、
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
や
荻
野

時
子
居
住
跡
地
、
共
同
墓
地
を
見
学

し
ま
し
た
。

同
校
内
理
事
長
、
校
長
が
荻
野
時

子
の
親
類
に
あ
た
る
の
が
縁
で
数
年

前
か
ら
修
学
旅
行
で
瀬
棚
町
を
訪
れ

て
い
た
も
の
で
、
今
回
、
当
町
に
立

ち
寄
っ
た
も
の
で
す
。

国
立
音
楽
大
学
声
楽
科
内
大
石
正

治
助
教
授
と
教
え
子
た
ち
四
十
名
が

夏
合
宿
の
た
め
来
道
し
て
九
月
二
目
、

午
後
二
時
か
ら
幼
少
年
芸
術
劇
場
と

し
て
今
金
中
学
校
を
会
場
に
中
学
生

に
、
午
後
七
時
か
ら
は
町
民
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
一
般
、
二
百
名
を
集
め
て

• • 
常雄観光協会畳
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一一
州幽

一

食
べ
物
に
季
節
感
が
な
く
な
っ

一
た
と
い
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
サ

一

ン
マ
は
秋
の
味
覚
の
代
表
格
で
す
。

一
サ
ン
マ
は
、
秋
万
魚
と
書
き
ま
す
。

一
体
長
四
十
セ
ン
チ
ほ
ど
、
背
の
部

一
介
が
青
黒
色
で
腹
の
ほ
う
は
白
銀

一
色
、
細
長
く
背
び
れ
が
後
ろ
の
ほ

』
う
に
つ
い
て
い
て
、
刀
に
似
一

一
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
う
一

一

い
う
字
を
書
〈
の
で
し
ょ
う
。
2
Z

一

サ
ン
マ
の
呼
び
名
は
、
地
出

一
方
に
よ
っ
て
実
に
さ
ま
ざ
ま
丘

一
で
す
。
サ
イ
一
フ
、
サ
エ
一
フ
、

M
国

一
サ
イ
レ
、
サ
イ
レ
ン
ポ
ゥ
、
」

↑
サ
イ
ラ
イ
ワ
シ
、
サ
ザ
な
ど
、
一

一
最
初
に
サ
の
つ
く
の
が
多
い
の
で

一
す
が
、
パ
ン
ジ
ョ
ゥ
、
ヵ
ド
な
ど

一
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ

戸
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
呼
び
名

一
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
サ
ン
マ

一
が
古
〈
か

b
喜
一
地
で
親
し
ま
れ
、

一
食
べ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

戸

サ
ン
マ
が
秋
の
味
覚
と
さ
れ
て

一

い
る
の
は
、
毎
年
秋
に
産
卵
の
た

一
め
に
千
島
列
島
付
近
か
ら
南
下
を

一
始
的
、
東
北
、
関
東
の
沖
を
通
過

一
す
る
こ
の
時
期
に
、
漁
が
盛
ん
に

r
'
n
 

案内と脱明をする伴

〕6
 

〔

「
心
を
む
す
よ
う
た
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
混
声
合
唱
「
歌

え
友
よ
」
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」
を

は
じ
め
、
独
階
、
女
性
合
唱
、
男
性

合
唱
、
オ
ペ
ラ
ハ
イ
ラ
イ
ト
な
ど
一

時
間
半
に
わ
た
り
美
し
い
歌
声
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

普
段
、
聴
く
こ
と
の
少
な
い
生
の

紫
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
‘
み
ん

な
感
動
し
て
凝
ん
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

，a
 

な
る
か
ら
で
す
。
捕
れ
た
サ
ン
マ

一

の
二

O
%
は
生
で
利
用
さ
れ
、
六

一

O
%
は
冷
凍
と
な
り
、
そ
の
ほ
か

一

は
缶
詰
な
ど
に
な
り
ま
す
。
冷
凍

一

物
は
マ
グ
ロ
漁
な
ど
の
ヱ
サ
に
も

{

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
サ
ン

戸

マ
の
お
か
げ
で
マ
グ
ロ
の
刺
し
身

一

ゃ
、
す
し
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に

一

も
な
る
の
で
す
ね
。

一

魚
を
食
べ
る
こ
と
は
、
成
人
病

一

の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

一

圃
て
い
ま
す
の
で
、
も
っ
と
魚

一

.
に
親
し
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

-

.
十
月
は
、
「
食
生
活
改
善
普

一

.
及
運
動
月
間
」
で
す
。
成
人

一

.
病
の
予
防
に
は
、
日
ご
ろ
の

一

.
食
生
活
の
管
理
が
大
切
で
す
。
一

.

特

に

カ

ル

シ
ウ
ム
の
補
給
、

一

.
食
塩
や
脂
肪
摂
取
量
の
コ
ン

↑

ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
注
意
し
た
い
も

一

の
で
す
。

一.g 
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好
天
に
恵
ま
れ

小
百
合
保
育
園

運
動
会
開
催

小
百
合
保
育
園
内
運
動
会
が
九
月

六
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
図
庭
で
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
十
人
の
園
児
は
、
父
母
な
ど
が

見
守
る
中

「じ
よ
う
ず
に
う
ん
て
ん

で
き
る
か
な
?
し
な
ど
二
十
三
種
目

に
汗
を
か
き
な
が
ら
元
気
に
踊
り
、

走
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
父
母
参
加
の
競
技
が
多
数

あ
り
、
子
供
た
ち
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま
し
た
。

お元気で!
9月15日の「敬老の日」にちなみ、 9月14日、

村本町長をはじめ、助役らが80歳以上のお年寄り

の方たちに自宅や施設を訪れ、 「いつまでも長生

きして下さい」と長寿祝金を贈りました。

また、88歳(米寿)を迎えられた方には、北海

道知事からお祝いの記念品が贈られました。

いつまでも

関脇|大塚

村上

大関|和田

小結

前頭• • 

⑨
小川
⑧
⑨
⑧
毎

八
月
十
八
日
、
今
日
は
公
子
の
誕

生
日
で
し
た
。
ま
ず
、
町
へ
行
き
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ケ
ー
キ
や
お

か
ず
を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
公
子
に
見
つ
か
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、
気
に
い
っ
て
も
ら
え
る
か
心
配

で
し
た
。

ご
ち
そ
う
を
作
り
、
写
真
を
と
り

ま
し
た
。
最
初
に
公
子
を
と
り
ま
し

た
。
次
に
兄
と
僕
と
公
子
で
と
り
ま

公
子
の
誕
生
日

金
原
小
大
年

下
回
屋

洋
佑

μ

僕
の
妹
の
公
子
は
、

い
ま
三
歳
で

僕
と
九
歳
も
は
な
れ
て
い
ま
す
。

気軽に子供達 と話ができる
ような先生になりたい

種 川 宮 前 三 浦 千 晶九(21歳)

今春、江別市内の短大を卒業し、 8月の中旬に養護教諭と

して種111小に赴任しました。

高校生の時、よく保健室に遊びに行っていたという 三浦さ

んは 「気軽に子供達と話ができるような先生になりたいと思

います。子供達と楽しみながらゆっくりと仕事を覚えて行き

たいd と抱負を語ってくれました。三浦さんは上ノ国町出身、

3人姉妹の 2番目で子供達に人気のある明るい人て叫す。
同三 Ii奥

8月30日

清流まつりカメラスケッチ

し
た
。公

子
に

「笑
っ
て
己
と
言
う
と
、

公
子
は

「
わ
っ
は
つ
は
っ
口
と
笑
う

の
で
、
み
ん
な
で
笑
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。僕

は
、
変
な
の
と
思
い
ま
し
た
。

ご
ち
そ
う
を
食
べ
ま
し
た
。
肉
や
メ

ロ
ン
、
ヨ
グ
ル
ト
を
食
べ
ま
し
た
。

生
ク
リ
ー
ム
の
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
と

あ
ま

っ
た
る
く
て
残
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
き
も
ち
わ
る
く
な
り
ジ
ュ

ス
を
飲
み
ま
し
た
。

公
子
は
、
肉
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食

べ
て
い
ま
し
た
。
メ
ロ
ン
を
食
べ
る

と
公
子
は
、
服
を
よ
ご
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

と
て
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。
僕
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
公
子

に
渡
し
た
ら
、
よ
ろ
こ
ん
だ
の
で
と

て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
兄
の
プ

レ
ぜ
ン
ト
は
、
花
火
で
し
た
。
き
っ

そ
く
一二
人
で
花
火
を
し
ま
し
た
。

花
火
を
し
て
い
た
ら
公
子
が
や
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
か
お
か
し
い

の
で
熱
を
計
る
と
、
一二
十
七
度
六
分

く
ら
い
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
公
子
は

寝
せ
ま
し
た
。

今
日
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
公
子
が
熱
を
出
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、
だ
い
じ
よ
う
よ
か
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

〕B
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子織りイドJ

羽くん砂本塚

(平成 2年11月16日生まれ)
下メップ高台本軍晴署九、ゆかり九の長男

I親から]
アンパン7 ンの様な丸い顔で、ア

ンパンマンが大好きなつばさです。
このまま丈夫で伸び伸びと「信が

強い」男の子に育ってほし いと願っ

‘西雪塩かん
(平成2年10月20日生まれ)

金原中央酉雪克巳九、蔓智子九の長女
[観世ら】

車li、歌と踊りが大軒きです。カセットテ
ープやテレビ等で歌や踊りが入ると、ついつ
いお兄ちゃんと一緒に踊りだします。
最近は、おしゃべりが好きになり、わが家町

人気者となっています.これからも、瞳康で明
るい女町子になってほしいと願っています。
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湯
川知
后
せ

今
金
町
紹
介
ビ
デ
オ

放
映
さ
れ
る

十
月
九
日
幽
午
前
六
時
か
ら
の

H

B
C
テ
レ
ビ
、
ニ
ュ

l
ス
コ
ー
ル
北

海
道
の
な
か
で
六
時
五
十
五
分
頃
に

ふ
る
さ
と
ピ

1
ア
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
で

今
金
町
紹
介
ビ
デ
オ
が
放
映
さ
れ
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

停

電

の

お

知

ら

せ

十
一
月
一
日
側
、
午
前
八
時
か
ら

十
二
時
ま
で
の
四
時
間
、
今
金
町
全

械
が
作
業
停
電
と
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

{
北
海
道
電
力
側
北
柑
山
営
業
所
}

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

化
社
会
へ
向
け
て
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
体
制
充
実
の
た
め
、
平
成
五
年
度

ホ
ー
ム
へ
ん
パ

l
円
増
貝
を
い
た
し

た
く
左
記
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

戸
u

e
n
 

一
、
募
集
人
民

10月みんな
一
名

(女
子
)

一
一、
両
党
付
期
間
平
成
四
年
十
月
十

目
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で

三

、

資

格

ω平
成
五
年
三
月
高
校
卒
業
見
込

み
の
人

同
自
宅
か
ら
通
勤
可
能
な
人

川
口
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
又

は
取
得
見
込
み
の
人

四
、
申
込
先

今
金
町
社
会
稲
祉
協
餓
会
第
務
局

8
2
1
1
5
0
2
 

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

叩

月

は

労

働

保

険

適

用

促

進

月

間

で

す

労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
)
の
加
入
手
続
き
は
お
す
み
で
す

抗
M

一
人
で
も
労
働
者
(
パ

i
ト
、
臨

時
を
含
む
)
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

所
は
法
律
に
よ
り
、
労
働
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

一
日
も
早
く
加
入
し
て
、
安
心
し

て
働
け
る
明
る
い
職
場
づ
く
り
に
努

め
て
く
だ
さ
い
.

加
入
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ワ
ー
ク
(
職

業
安
定
所
)
文
は
、
労
働
基
準
監
骨

岩
へ

• • 

項 g 対象 者 実施日 時 間 ヌT象地区 実施会場 備
5日伺)

① 般 相 談 全 住 民
12日伺)

10∞-15: 00 全地 区
老人福祉

健康指導、健康相談
19日開) センタ
26日開)

② 手し 克 相 談
生後

B日同
受付時間

" 
町 民

健康指導、健康相談
B 、 9ヶ月見 13: 00-13 : 30 センター

③ 妊 婦 相 談 妊婦の方 13日(刈
受付時間

" " 
尿検、査助、産血液検査、歯科検

12: 45-13 : 15 査 婦指導

@ 育 児 講 座 生後 3ヶ月児 15日開
受付時間

" " 保健指導、 健康相談
9 : 30-10 ∞ 

⑤ 手L 児 健 診
生後 4、 7、

15日同
受付時間

" " 指身体導計、測、 医師診、保察、健歯指科
10 、 12ヶ月児 12: 30-13: 00 栄養指導 導

⑤ 無医地区巡回診療 全 住 民 20日ω 受付時間
" H 診療科目 (耳鼻科〉

14: 20-14 : 50 

⑦ 3 歳児健診
生後 3歳 2、

22日同
受付時間

" " 
身指体導計、測、 医師診察、歯科

3、 4ヶ月児 12: 30-13 : 00 栄華指導、保健指導

⑧ 股 脱 健 診
生後 2ヶ月と

26日開) 13: 00-14: 00 " 
今金

股関節X線撮影
25日以上白幼児 保 健 所

(町民福祉課衛生係 ・国保係)

1
 

0
 

1
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工 ご 行 すて行フ 利 能 し で
か司王 協に温る利美 河高をて 、営林 社会福祉協議会だより 4. 9. 10 
ら JUI 力ご』瓦こ こ温 、生 奥
平間 の護をと河と泉度保活者 整美 ※光の里学園、 fi寿園、社会福祉協議会への
成 程 ごに温に地に健環で 備利

多額のご寄付ありがとうございました。
五平記宜を利な泉な区発揮休養境保は 刈
年成 L お用りのりの 今 工 (敬称略〉
一四

五1かき ま遊歩 、保安キネ さ機能全林 年 着事 i泉星 <i竜川 市〉 〈熊石 町〉
月 年 踊Eけれしそせ か

松 原 直 光 遠 藤 言普 作二 八 しるた i宜的 る及備盤iら
十月 いま皆。のーのたび 三 エ路 〈札幌 市〉 森 竹 ス ヨ
日十 L す様 改良環踏め妨災 Z業F 年計画 fノ網 片 岡 洋 〈大成町〉
ま三 そがの と備に 札 幌 育 成 411 官同 橋 歌 干で日 、i屈 をしを美機と

高 松 Y工 〈瀬棚 町〉

富 崎 男 細 )11 幸 治

10月は道税の
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納税推進強調月間です
庫 技 金 弥 尾 a奇 満智子

石 111 干津子 く今金町〉

島 国 勝 廃 海堂げん太後健会
進では、 10月、 12月、 3月を「納税推進強制月間」 婿 回 久 男 大 倉 啓太郎

とし、道税の納税推進に取り組みます。 〈福島 町〉 正 岡 忠 厳

石 津 兼 奥 井 品出、 男
10月は、自動車税に霊古をおいて滞納の整理を行い

〈八 雲 町〉 安 藤 優
ます。 自動車税は毎年 4月 1日現在で自動車をお持ち 日本たばこ産業 曽我井 正 道

の方に課税される道税です。まだ納めていない方は、 近 藤 博 徳 阿 部 邦 雄

及 111 留 士ロ 外 重 鮮 魚 庖
すぐに納めましょう。

〈長万部町〉 杉 山 青 果

道税の滞納は、逃が仕事を行うための霊喪主'財源を 出 ホ 滑 子 多 田 守 伸

確保する うえで、大きな障害となっています.皆さん 高 橋 J、 ル チャコッ卜バレーサークル

阿 部 菜穂美 尾 青5 哲 夫
のくらしの中で生かされている道税の納税にご協力〈 〈乙部 町〉 星 祥 子
fごき し、。 山 崎 ト メ 湯 フE 清 勝

納税についてのご相談は、楠山支庁税務諜でお受け
橋 金四郎 犬 塚 アサ子

合 板 正 鶴 キサ 上 源太郎
しています。 〈奥尻 町〉 金 沢 留 三 自1¥

宮 01395-2-1010 中 村 初 校 連 膝 卜 メ

松 永 ‘y ナ

10月は国民年金制度

推進月間です

国民年金制度 とは、老後の生活を

保証し、あるいは思わぬケガや病気などで障筈者

になったり、生計を維持している人が亡くなった

などのときの生活の安定を図るために 、国が年金
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10月の休日当番医

医院(今金)宮②0324

福崎病院(瀬棚)宮⑦3021

今金町国保病院(今金)fi@0221 

平 病 院 (北棺山)fi@5011 
今金町国保病院(今金)含@0221

回~一
品4日

11日

18日

10日

25日

g月14目、幼少年芸術劇場、幼児の部と Lて「損舞座J 今金 }

公演が幼稚園と今金保育所で行なわれ、予供たちを楽 Lませτl
〈れま Lた。

令や令 住民の副館 令令や
8月末現在

前月対比
(+ 3 ) 
(+ 3 ) 
( 0) 
( - 2 ) 

8月17日(ー海江長女)金庫中央

8月18日(秀明弘 2女)雪よZ
8月19日(尚紀江 2男)日進

8月22日(進弘 2女)束

8月24日(真也弘長男)美称可三腔

9月2日(浩三さん長女)大和町

町

7，620人

3，702人
3，918人
2，489世帯
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金回

金原小では、ニんな大きな童用ガエルを飼っています。二回 I

カエルは鈴金の新居俊ーさんが千葉県の貌せきからもらったも

ので、ぞれを宮本勉さんが学校へ届けて〈れたものです。

固 いつまでもおしあわせに

71ï長倉正明弘(下稲穂)~兵藤雄子江 (1万嗣J)

%木島正美江(白石)~佐藤弘子弘(南栄町)

%宮本 彰きん(南栄町 )~安原敬枝弘(瀬棚町)

%藤田 勇江(南栄町)~新居みわ子三 (緑 町 )

坂本

南町

末広町

高美町

東町

49歳

63歳

69歳

69歳

日目おくやみもう Lあげます

井嶋吉久江 8月30日

佐 藤末吉弘 9月1日

岡野 英雄さん 9月l日

松氷 Yナ弘 9月12日
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B月四目、金原でビート畑を荒していた推定叩蔵、体畳 2m ~ ; 

l体重250・a由雄の大グマが捕獲されま Lた。
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